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10年後 20年後5年後 15年後 25年後～

鶴岡市民、世界の人びとの病気の早期発見と予防をめざします1. 新しい予防指標の開発

2. 地域の健康づくり 「からだ館」を中心に健康で活力のある場づくりを提供します

2015年

 皆さまにご協力いただき、順調に健康調査が進んでいます

 引き続きフォローアップ調査へのご協力をお願いします

2012年より慶應義塾大学、鶴岡市、鶴岡地区医師会、庄内保健所、市立

荘内病院など、鶴岡・庄内の保健医療機関が協力し、メタボローム解析

技術を用いた世界初の健診づくりに取り組み始めて、5年が経ちました。

ベースライン調査11,002名について、慶應義塾大学先端生命科学研究所

でのメタボローム分析も順調に進み、これまでに、飲酒による肝機能障

害や閉経後のメタボリック症候群とメタボローム（代謝物）との関連性

を明らかにするなど、生活習慣による病気の原因解明への取り組みは着

実に進行しています。ご協力いただきましてありがとうございます。

■今後の調査について

長寿社会を迎えるにあたって、皆さんが元気に歳を重ねるために「加齢に伴う変

化」が健康にどのように影響していくかを、引き続き調査していきます。加齢に

伴う変化とは、１）病気に直接関連する体内の変化、２）筋肉や骨の衰えによる

運動機能の変化、３）家族構成や仕事の状況の変化といった環境の変化がありま

す。今後はこのような「加齢に伴う変化」が、皆さんの健康とどのように関わっ

ているのかを明らかにしていきたいと思います。引き続き、調査へのご協力をお

願いいたします。

■2015年度よりフォローアップ調査を実施しています。2015年度には、参加

者のうち健康管理センターで健康診断を受けられた2,951名に、2016年度には、

職域健康診断を受けられた760名［2016年10月末時点］の方々に、ご協力いただき

ました。2017年度も、引き続きご協力をお願いいたします。

加齢に伴う変化

運動機能

内臓・血管等の
体内の変化

環境要因

2016年度
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体を動かして病気の予防に取り組みましょう！

皆さんが普段されている家事・仕事中の活動や散歩も生活習慣病を防ぐための
大切な運動の指標になります。毎日を楽しみながら一緒に健康づくりをしましょう！

運動の量は前より増えましたか？
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日常生活の運動：家事や仕事上の活動 例：洗濯物を干す・子供と
遊ぶなどの家事、通勤のため歩く・階段昇降・農作業等

余暇の運動：体力の維持・向上を目的とする活動 例：スポーツ、
エアロビクス、余暇時間の散歩、活発な趣味等

鶴岡みらい健康調査の皆さんがこの3年間に感じた変化

健康に気を遣うようになりましたか？

*2015年度フォローアップ調査の結果より

●この研究成果は、2016年10月14日にPLoS One誌に掲載されました

身体活動や座位行動のバイオマーカー候補が同定されました

本調査の研究成果が、国際医学雑誌に掲載されました！

日頃の身体活動量や座っている時間がわかるバイオ

マーカーの候補が、メタボローム解析により分かりま

した。バイオマーカーとは血液や尿などに含まれる物

質で、体の状態を知ることのできる「マーカー」とな

るものです。今回、身体活動や座位行動のバイオマー

カーとして、バリン・ロイシン・イソロイシンが候補

として同定されました。

身体活動のバイオマーカー候補となった分岐鎖アミノ酸
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*2012-2014年度ベースライン調査の結果より

1日どの位の時間を座って過ごしてますか？

保安職 定年後
無職

運送業
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販売
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林業
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技術職

日中の座位時間が8時間以上の方の割合
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日中の座っている時間を短くすることも生活習慣

病の予防になります。

仕事の内容によっても、座位時間はかなり違って

います。パソコン作業やテレビを観る時間が多く

なっていませんか？今よりも10分だけ体を動かす

時間を増やすことが健康長寿の秘訣です。

運動は血糖値も改善します！

血糖値は加齢と関連しています。しかし、血糖
のコントロールは身体活動を多くすることで改
善につながることがわかってきています。糖尿
病の予防に関しての健康セミナーも3月5日に
予定しておりますので、ぜひご参加下さい！
［詳細は裏面参照］

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjF1azK1fvRAhVGU7wKHQJYB_IQjRwIBw&url=http://01.gatag.net/tag/%E3%83%87%E3%82%B9%E3%82%AF%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%82%AF/&psig=AFQjCNHsGZ67gij36uXtHqBvaZ6UaET_4w&ust=1486477245440774
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjF1azK1fvRAhVGU7wKHQJYB_IQjRwIBw&url=http://01.gatag.net/tag/%E3%83%87%E3%82%B9%E3%82%AF%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%82%AF/&psig=AFQjCNHsGZ67gij36uXtHqBvaZ6UaET_4w&ust=1486477245440774
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=0ahUKEwiJoZr51fvRAhWCi7wKHWWnAm8QjRwIBw&url=http://www.irasutoya.com/2013/09/blog-post_2602.html&psig=AFQjCNHsJFgZ5oLwNusMPR_mAqGAzK0xYQ&ust=1486477387744793
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=0ahUKEwiJoZr51fvRAhWCi7wKHWWnAm8QjRwIBw&url=http://www.irasutoya.com/2013/09/blog-post_2602.html&psig=AFQjCNHsJFgZ5oLwNusMPR_mAqGAzK0xYQ&ust=1486477387744793
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjgtof41vvRAhUCxLwKHVEtAEIQjRwIBw&url=http://www.irasutoya.com/2013/01/blog-post_4380.html&bvm=bv.146094739,d.dGc&psig=AFQjCNEkQ444A0TQvij4Y2JUIDgvQ1gG9g&ust=1486477647166600
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjgtof41vvRAhUCxLwKHVEtAEIQjRwIBw&url=http://www.irasutoya.com/2013/01/blog-post_4380.html&bvm=bv.146094739,d.dGc&psig=AFQjCNEkQ444A0TQvij4Y2JUIDgvQ1gG9g&ust=1486477647166600


鶴岡地区医師会 0235-22-0136
慶應義塾大学先端生命科学研究所

0235-29-0805
鶴岡市政策企画課 0235-25-2111 内線524

お申込み／お問い合わせ

 今年も、予防の最前線からお伝えします

鶴岡みらい健康調査 問い合わせ窓口

慶應義塾大学先端生命科学研究所 からだ館内 電話：0235-29-0806（平日 10:00 ～ 16:00、休館日あり）

地域活動報告

地域住民のみなさんと健康課題

を共有する中で、応援団を立ち上げてきまし

た。現在は、応援団や地域の皆さんが、自ら

何ができるかを考えるきっかけづくりのお手

伝いをしています。「講演会だけでは地域に

広がらない、小単位での普及が必要だ！」と

いう声が応援団の皆さんから出され、「出前

講座」へと活動が広がっています。羽黒地域

住民の大きな力を感じています。

「こころの健康づくり」が今後も応援団の

皆さんを中心に羽黒地域の中で広がっていく

よう、一緒に活動していきたいと思います。

保健師さん
メッセージ羽黒地域では自殺率が高い状

況などから、平成25年度に鶴岡市初の

地域住民による『こころの健康づくり

応援団』が立ち上がりました。活動は

年3回の話し合いと「こころの健康を

考えるつどい」を開催しています。今

年度は、より多くの住民の方々への普

及のため「出前講座」を新たに実施し

ています。応援団の皆さんや、つど

い・出前講座に参加した方々の声も大

切にしながら、今後も活動していきた

いと思います。

活動
内容

【出前講座での応援団の皆さんによる寸劇】
羽黒地域担当保健師
石井 早苗さん 佐藤 淳子さん

羽黒地域こころの健康づくり応援団
代表 工藤 精さん

「羽黒地域こころの健康づくり応援団」

●基調講演

大規模調査でわかった

糖尿病の予防と治療の最前線
曽根 博仁氏 新潟大学大学院医歯学総合研究科

血液・内分泌・代謝内科教授

鶴岡みらい健康調査からの最新の報告
飯田 美穂氏 慶應義塾大学先端生命科学研究所

医学部

●パネル討議

地域の糖尿病予防を考える
曽根 博仁氏 新潟大学大学院医歯学総合研究科

血液・内分泌・代謝内科教授

長島 早苗氏 医療法人 宮原病院 院長

佐藤 しおり氏 鶴岡フィットネス協会会長

健康運動指導士

児玉 奈美氏 鶴岡市健康課保健師

原田 真弓氏 鶴岡市健康課 課長

定員

250名

事前申し込みが
必要です

入場無料

●日時●
2017年3月5日（日）
13時30分～15時45分

●場所●
鶴岡メタボロームキャンパス

レクチャーホール

鶴岡みらい健康調査セミナー

糖尿病
予防
最前線

日2017.3.5

Webから
お申し込み

鶴岡みらいセミナー2017

FAXからお申込み FAX：0235-29-0809


